
調理を工夫する食材

教育・ 保育施設等における 誤嚥事故防止のた めの食材整理表

　 令和６ 年度子ども・ 子育て支援調査研究事業「 教育・ 保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査研究」において、使用を避ける食材や調理を工夫する食材について「 教育・ 保育施設等に

おける事故防止及び事故発生時の対応のためのガイド ライン」を基に整理し まし たので、ご活用く ださ い。なお、本整理表に掲載し た食材以外でも 、誤嚥事故が発生する可能性があることを念頭に置いて、

食事の見守りを行いましょう 。

●「 年齢等」はあく まで目安です。こども の口腔機能（ 咀嚼・ 嚥下）の発達状況や、当日の体調等に応じ て調理を工夫し ましょう 。

●離乳期においては、家庭で喫食経験がない食材の提供は避けましょう 。

離乳期 １ 歳６ か月～３ 歳頃

食　 材

年 齢 等

弾力性がある又は繊維が残るため、飲み込みにく いも の

も 　 ち 白玉団子
乾いたナッ ツ・

豆類 ミ ニト マト ぶどう さく らんぼ 個装チーズ う ずらの卵 アメ 類・ ラムネ い　 か こんにゃく

粘着性が高く 、飲み込みにく い 弾力性があり、噛み切りにく い球形や大きさ から 、気道に入り やすく 、つまり やすい

やむを得ず使用する場合の留意点 　
４等分し て形や
大きさ を変える

加熱し て形や
大きさを変える

「 糸こ んにゃく 」
で代用する

４等分し て形や大きさ を変えて、
口内に残る皮も 取り 除く

使用を避ける食材

葉野菜 きのこ 類 わかめ ソーセージ 薄切り 肉

●大人より はやわら かめの固さ

●大きさ は１ ㎝程度から 、 口腔
機能の発達状況に応じ て段
階的に調整し ていく

なめら かに
すり つぶし た
状態にする

＜離乳初期＞
（ ５～６か月頃）

歯はまだ生えて
いない子が多い。

舌でつぶせる
固さ にする

＜離乳中期＞
（ ７～８か月頃）

前歯が生え始める。

歯ぐきで
つぶせる

固さ にする

＜離乳後期＞
（ ９～１１か月頃）

徐々に前歯が
生えそろっていく 。

２歳頃

前から４番目の
歯まで生えそろう 。

3 歳～３歳６か月頃

乳歯（ ２０本）が
生えそろう 。

歯ぐきで
噛める

固さ にする

＜離乳完了期＞
（ １２～１８か月頃）

前歯８本が生えそろい、
奥歯が生え始める。

●ソ ーセージ ：  縦半分に切る

　 　 　 　 　 　 　（ 太さ や長さ も 調整する）

●ひき肉 ：  と ろみをつける

唾液を吸収し て、飲み込みにく いも の

食塊の固さ や切り 方によってつまり やすいも の

り んご な　 し

ゆでたまご ひき肉

固く て噛み切れない又は噛みちぎり にく いも の

え　 び 貝　 類 おにぎり のり

離乳期に提供すること は避ける

●「 おにぎり のり 」は、「 きざみのり 」で代用する。

●生の状態、すり おろし ただけの状態では与えない。

個別食材のPO IN Tやわら かく なるまで加熱する

●近年の誤嚥に関する重大事故は、離乳期のこ ども が「 り んご」、「 パン」を食べた時に多く 発生し ていますので、食材の調理や提供方法等に十分注意し てく ださ い。

具体的な
加熱方法は？



食事提供のポイント

離乳期のポイント 　

教育・ 保育施設等における 誤嚥事故防止のた めの食事提供のポイ ント

　 令和６ 年度子ども・ 子育て支援調査研究事業「 教育・ 保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査研究」において、こ ども の食事に関わる皆さ んに知っておいていただきたい食事提

供のポイント について「 教育・ 保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイド ライン 」を基にとりまと めまし たので、ご 活用く ださ い。

給食・ おやつだけではなく 、園庭での栽培活動や、季節の行事など、通常の食事提供と は異なる場面にも 注意し ましょう 。（ 報告書付録を参照）

離乳期のこ ども の介助をする時は、＜食事提供のポイント＞に加えて、以下のポイント にも 注意しましょう 。

全て の食材が、誤嚥に

つな がる 可能性がある

こ と を知っ ておきまし ょ

う 。

パンなど、あり ふれた食材でも誤嚥事故が発生し ています。
無理に完食さ せよう とし たり 、食事を 急かすこと は、誤嚥
につながるおそれがあります。

食事の時は、水分を

摂ら せて、のどを潤す

よう にし ましょう 。

こ ども が慌てて食べないよう に、こ ど

も のペースに合わせて 、食材を 口に

運ぶよう にし ましょ う 。

食事中は、こ ど も を

驚かせな いよう にし

ましょう 。

食 事 中 に「 眠く な る 」
「 怒 る 」「 泣く 」場合は、
食事を中断しましょう 。

飲み込めずに 口の中

に残っているも のがあ

る 時は、無理に飲み込

ませず、吐き 出さ せま

しょう 。

ゆとり ある時間を確保

し て 、よく 噛んで 食べ

る よ う に 伝 え ま し ょ

う 。
口を開けた時に、舌

と 床 が 平 行と な る

よ う に 背も た れ等

を調整し ましょ う 。

こ ど も から 離 れる

時は 、別 の 職 員 等

に 対 応を 引き 継ぐ

よう にし ましょう 。

対応を別の職員に引き 継ぐ 場合には、こ ども の食事に関
する特徴を伝えるよう にしましょう 。

●カ バーやマット 等を
利用し て 、正し く 座
れるよう に工夫し ま
しょう 。

●足の裏が床につく 高
さ でイ スに座ら せ、
机は肘がつく 高さ と
し 、正面を 向く よう
に調整しましょう 。

「 遊びながら 」「 し ゃべ

り ながら 」食べないよ

う に伝えましょう 。

食べ方に注意が必要

な食材は、あら かじ め

注 意 を 呼 び か け ま

しょう 。

急に抱き 上げる、 口の中に指を入れるなどによって、
驚いた拍子に口の中の食べ物を吸い込んで、 誤嚥に
つながるおそれがあります。

自らも 落ち 着いて介助に当たること ができるよう
に、 ゆとり ある時間を確保しましょう 。

無理矢理指を入れて取り 出すのではなく 、こ ども が自分で
吐き出すよう に伝えましょう 。

「 パサパサし て飲み込みにく い」、「 口の中でばら ばらに
なり やすい」など、食材の特徴に合わせた注意を呼びか
けましょう 。

上記の状態では、 通常の咀嚼・ 嚥下がで
きないので、 口の中に食べ物が残っていな
いか確認し た上で、 食事は中断しましょう 。

口の中に食べ物が残ったまま遊んだり 、 しゃべったり する
と 、 誤嚥につながるおそれがあります。

水分を摂取すると 、食べ物が喉を通り やすく なり 、誤嚥の
予防になります。

ご は ん 、パン 類 、い も

類、カ ステラ は、特に以

下のポイント に配慮し ま

しょう 。

●水分を摂らせて、のどを潤してから提供しましょう 。
●口の中に詰め込みすぎないよう に注意しましょう 。
●よく 噛んで食べるよう に伝えましょう 。　

正し い姿勢で食べることを伝えましょう

離乳初期

離乳中期以降

合 １ 回に口に入れる 食材の量や大き さ

は、こども の口に合う よう に調整し 、詰

めすぎないよう にしましょう 。

離乳初期の１ 回に口に入れる 食材の量は、浅めの
スプーン半分く らいを目安にし て、その後は口腔機
能の発達に合わせて調節しましょう 。

量 口の中に食材が残っ ていないこ と を

見て 確認し てから 、次の一口を 食べ

さ せるよう にし ましょう 。

見

PO IN T

12

6

9 3

ポイ ント

眠く なった時
の対応は？



保護者等と の情報共有

保護者等から 得る 情報

教育・ 保育施設等における 誤嚥事故防止のた めの情報共有のポイ ント

　 令和６ 年度子ども・ 子育て支援調査研究事業「 教育・ 保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査研究」において、「 教育・ 保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のため

のガイド ライン」 等を参照し て、「 保護者等と の情報共有」及び「 職員及び関係業者と の情報共有」のポイント をとりまと めまし たので、ご 活用く ださ い。

口腔機能の発達状況

アレルギー情報

離乳の状況

喫食経験

家庭の食事環境　 等

好き嫌い、水分摂取方法、調理方法、

味付けなど含む

※各情報の聴き取り 、確認等に関する参考資料： 本事業報告書付録６

「 離乳食についての調査票（ ０・１歳児クラス／入園時聴き取り 用）」

保護者等に伝える情報

献立の情報

使用する 食材と 調理方法

行政通知の共有　 等

食の安全確保、個別対応、食材選定のため、保護者等と 施設の間で、情報共有を促進し ま

す。また、保護者等と のコ ミ ュニケーショ ンを 通じ て、信頼関係を 築く こ と で、安心し て施

設を利用できる環境を整えます。

目 的

職員及び関係業者と の情報共有

給食業者を利用し ている 施設の事例

入所前の面談に加え、以下のよう なタ イミ ン グで確認を検討し ます。

 保護者等と の面談タ イミ ング

食事に関する記録の作成・ 保存・ 更新

食事提供開始時

発達段階の変化

離乳食段階の進行

上記以外の定期面談　 等

●保護者等から 確認し た食事に関する事項は、「 離乳食

についての調査票」等の記録を作成し 、情報共有のた

めに保存し ます。（ Ｉ ＣＴ を活用し て、記録を 確認できる

施設も あります。）

●食事に関する事項は日々変化し ていく ため、最新の情

報を記録・ 書類を更新し ます。

職員間における情報共有

アレルギーや喫食経験、当日のこ ども の健康状態などに

関する 情報は、チェッ クリ スト 等を 活用し ながら 、施設の

責任者、保育士、管理栄養士・ 栄養士、調理員、保育補助

者のほか、食事の委託業者等の関係業者と の間でも 幅

広く 共有を図ります。

 段階的な確認による誤提供の防止

職員及び関係業者と 共有し た情報を基に、献立の作成、

調理、検食、配膳、提供などに携わるそれぞれの職員や

関係業者が、それぞれの段階で問題が無いかチェッ ク 可

能な環境を整えます。問題がある場合はすぐ に情報を共

有し ます。

例１） 給食担当者、保育士、給食業者が参加する「 給食会

議」を 毎月開催。こ ども の月齢や発達段階を 踏まえた栄

養価、メ ニュー、食材ごと の切り 方や調理方法など の詳

細を検討し て、献立を作成。

例２） 給食業者が各教室等でのこ ども の食事の様子を確

認し 、課題や改善点があれば随時職員と 情報共有し て、

対策を協議。

牛乳

牛乳

牛乳

牛乳

献 立

連 絡



5 回叩く 繰り 返す

5 回圧迫

窒息が疑われるこどもを発見

意識を確認する、大声で人を呼ぶ

背部叩打法と 腹部突き上げ法を繰り 返す

救急隊が到着し たら 指示に従う

背部叩打法と 胸部突き上げ法を繰り 返す

意識がある

呼吸あり状況を救急隊に伝え、救急隊の指示に
よっては、異物除去法を試す

呼吸がなく なったら

1 歳未満 1 歳以上

異物を除去できたら

呼吸なし

・ 1 1 9 番に連絡し 、必要に応じ て指示を仰ぐ

　「 救急です」「 窒息です」「 意識の有無」

・ AED 依頼
・ 保護者へ連絡

AED 到着 ガイダンスの指示に従う
・ 心肺蘇生を継続し ながら 電極パッド をとり つける
・ 電極パッド は衣類の上から 貼り 付けない
・ 汗等でこどもの体がぬれた状態や薬剤（ 気管支拡張テープ、

湿布など）等を貼ったままで行わない
・ 呼吸が回復し ても 電極パッド は貼り 付けたまま電源は

切らない

・ 呼吸が回復し た 場合、安静の体勢をと る
・ 呼吸が回復し ない場合、救急隊の到着までガイ ダン ス

の指示に 従いな がら 胸骨圧迫を 続ける（ 心肺蘇生法
を 繰り 返す）・ 意識を確認する

・ 体を横向きにし 口の中を確認する
・ 安静にし て経過観察をする

背部叩打法（ 1 歳以上）
こ ども の後ろから 片手（ もしく は太も も ）
を脇の下に入れ、胸と 下あご部分を支え
て 、あ ご を そら せる 。片手の付け 根で
両側の肩甲骨の間を強く 迅速に5回叩く 。

腹部突き上げ法

こ ども の後ろから 脇の下へ両腕を回し 、
みぞおちの下あたり で片方の手を握り 拳
にし て、もう 片方の手で包み込み、腹部を
手前上方へ5回圧迫する。（ 1 歳以上のみ）

安静にし 、体を横に向けて
様子をみる（ 観察を続ける）

意識がない

繰り 返す

異物除去法を行う

意
識
・
呼
吸
が
な
く
な
っ
た
ら

背部叩打法（ 1 歳未満）

片手にこ どもをう つぶせに乗せ、手のひら で
下あごを持ち 、顔を支えて頭を低く し 、背中
の真ん中を平手で連続し て5 回叩く 。

胸部突き上げ法

片手にこ ども を仰向けに乗せ、手のひら
で後頭部を持ち、体をしっかり 支える。
心肺蘇生と 同じよう に、左右の乳頭を結んだ
線の中央で少し 足側を、指2 本で5 回押す。

5 回叩く

繰り 返す
5 回押す

腹部突き上げ法を実施し た場合、内臓を痛めている可能性があるため、救急隊にその旨を伝える

・ 咳をし ているのは、少し でも 呼吸ができている状態
である

・ 咳により 食塊を排出できそう であれば様子をみる
・ 本人の咳込みにま かせ、背中を 軽く たた いたり 、

さ すったり する
・ 目に 見え な い 食 塊を 指で 取ろ う と する と 、逆に

押し 込んでしまう ので指を入れない

・ 咳込む
・ 苦し そう に泣く
・しゃべれる（ 苦し いよ等）
・ 呼吸が苦し そう 、呼吸困難
・ 口や目の周り が青白く なっている

・ 呼吸の確認（ 1 0 秒以内に呼吸の有無を判断する）
⇒お腹や胸が動いているかを見る、もしく は手で触れて確認する

口の中の食塊が見えたら 、可能な場合は取り 除く

・ 胸骨圧迫を強く 速く 　 3 0 回
・ 人工呼吸（ 入らなく ても 2 回まで）

心肺蘇生法を行う  （ 布団の上では行わない）

教育・ 保育施設等における 窒息事故発生時の対応フ ロ ー

　 令和６ 年度子ども・ 子育て支援調査研究事業「 教育・ 保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査研究」において、窒息事故発生時の対応フ ローについて、「 教育・ 保育施設等における

事故防止及び事故発生時の対応のためのガイド ライン」等を基にとりまと めまし たので、ご活用く ださ い。

1 歳 未 満 の 乳 児 の 場 合 は

チ ョ ー ク サ イ ン を 示 さ ず 、

手を上げて目を見開く 動作を

し ます。

乳児　 窒息の兆候

のどをつかむ動作（ チョ ーク サイン）

をし ます。そし て 、急に顔色が悪く

なり 、よ だ れを 垂ら し て 、苦し そう

な顔をし て声が出せなく なります。

幼児　 窒息の兆候

動画の出典： 東京消防庁公式チャンネル

はい  ぶ  こ う    だ  ほうはい  ぶ  こ う    だ   ほう

はい   ぶ  こ う    だ   ほう はい  ぶ  こう    だ   ほう

異物除去法の動画
出典： Jap an eseRed Cro ssPR



お や つ の 選 び 方  注 意 点

以下のよう な食材は避けまし ょ う 。

こ ども の歯の生え方や口腔機能（ 咀嚼・ 嚥下）の発達状況に合わせたおやつを 選びまし ょ う 。

おやつであっても 、食事と 同様の介助や配慮が必要です。

　 こ ども の発育発達のために適切なエネルギー量と 栄養素量を 摂取すること が必要です。し かし ながら 、幼い

う ちは消化器官が未熟なこ と から 一度にたく さ んの量を 食べら れず、食事だけでは必要なエネルギーや栄養

素が摂り き れない場合があり ます。こ のよう な場合は、補助的な食事とし ておやつを用います。

　 様々なおやつが販売さ れていますが、誤嚥事故防止の観点から 選択や提供にあたっ ては、以下のポイント

に留意し ましょ う 。

おやつはこどもたちにとって楽し みの一つですが、安全に食べるためには、選び方や与え方に十分な配慮が必要です。

誤嚥事故を防ぐために、職員と 保護者が協力し て、こどもたちの安全を守る環境を整えましょう 。

●近年の誤嚥に関する重大事故は、離乳期のこ ども が「 り んご」、「 パン」を食べた時に多く 発生し ていますので、食材の調理

や提供方法等に十分に注意し てく ださ い。

も 　 ち 白玉団子

粘着性が高く 、飲み込みにく い 球形や大きさ から 、気道に入り やすく 、つまり やすい

さく らんぼ 個装チーズアメ 類・ ラムネぶどう
乾いたナッ ツ・

豆類ミ ニト マト

●おやつの選び方

●与え 方の注意点

固さ や形状、大き さ に留意する

パッ ケージ の絵柄や対象年齢表示に惑わさ れな い

やむを 得ず使用する 場合の留意点　

● 全ての食材が誤嚥につながる 可能性があるこ と を 意識し まし ょ う

● ゆとり をも ち 、食べること を 急かさ ないよう にし ましょ う

● 食べる 前には水分を 摂るよう 促し 、口に詰め込みすぎないよう に声を かけましょ う

● 正し い姿勢で食べること を 伝えましょ う 　 等

４等分し て形や
大きさを変える

４等分し て形や大きさ を変えて、
口内に残る皮も 取り 除く

加熱し て形や
大きさを変える

●歳児から



行 事 やイ ベ ント 食 の 注 意 点

　 各行事やイ ベント は、こ ども たち の毎日を 楽し く するこ と はも ちろ んのこ と 、季節の移り 変わり や伝統文化

に慣れ親し むこと などの狙いがあり 、こ ども たち の生活を豊かにし 、多く の学びや成長の機会と なり ます。

　 一方で、そう し た行事やイベント で提供さ れる 食材による事故も 少なから ず発生し ています。行事やイベント

を 安全に実施するために、以下の例を 参考に提供する 食材の見直し や実施内容などを検討し ましょ う 。

園庭で の栽培活動や農業体験等

● 誤嚥事故防止の観点から「 教育・ 保育施設等における 誤嚥事故防止のた めの食材整

理表」において「 使用を 避ける 」と さ れている 食材は、栽培活動や果物狩り において

も 注意が必要です。

● 農業体験等で収穫し た季節の果物や野菜等も 、こ ども に与える 際には大きさ や固さ な

どに注意が必要です。

● 収穫時でなく ても 、こ ど も が手に取っ て 口に入れてし まう こ と も あり ます。栽培場所

にも 注意が必要です。

例 1

節分行事で の鬼打ち 豆

● 鬼 退 治 の 場 面 で は 煎り 大 豆を

使 わ ず に ボ ー ル を 使 う 等 の

工 夫をし ている 施設も あり ます。

例 2
お月見行事で の団子、
餅つき 行事で の餅

● 団 子 や 餅 を 提 供し な く て も 、

飾り や 遊 び な ど を 通し て 風 習

や文化を 学ぶこ と も で き ま す。

例 3


